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、・ 、 逸 ・..・
本研究所は,昭 和27年4月1日発足 したのであるが,そ の前身であり母胎 ど懸ぢ3ヒ'
ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。


























同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建物 ・設備 ・研究資料等一切の外に金15
万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。
同5年6月 鈴 日 勅令第125号により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美
術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。
同年10月17日美術研究所開所式を挙行 した。







































められ第一研究部 ・第二研究部 ・盗料部,庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日
から過川)
同2了年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会規則 第4


































同年11月2日 所長および庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転した。























































作(昭 和10.6.1一 昭 和11.6.22)
雄(昭 和11.6.22一昭 和17.6.29)
蔵(昭 和17.6.29一昭 和22.8.16)
蔵(昭 和22.&16一 昭 和23.5.11)
男(昭 和23.5.11一昭 和24.8.31)
一(昭 和24.8.31一昭 和27.4.1)
雄(昭 和27.4.1一 昭 和28.11,1)
松(昭 和28.11.1一昭 和40.4.1)






































































区 分 45年 度 46年 度
指 定 職 1 i
所 長 1 1
行 政 職 ←う 13 13
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 2 3
一 般 職 員 7 6
行 政 職 仁) 2 1
守 衛 1 一
技能 ・労務職員 1 1
研 究 職 32 32
部長等研究員 8 8
室長等研究員 6 8
研 究 員 18 16
合 計 48 47
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なお,建物の面績 ・構 造等は,次 のとお りである。
1建 物の面績 ・構造一 覧
Na 名 称 種目 ・構造
建面積 建 築
年 月 日
Na 名 称 種目 ・
構造
建面積 建 築






































































m土 地 ・建 物





















庶 務 課 ・保 存 科 学 部
?
?


































































































1.歳 出予 算 (単位千円)













一一般 研 究 奨励 研 究 総 合 研 究 合 計



















昭 和46年 度 内 訳






初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究 登石 健三 4,850
一般研究
B
日本中国書道史における異体字の研究 田村 悦子 :11
一般研究
C
出士遺物の変壊生成物に関する考古学的研究 江本 義理 ?00 〃
語り物芸能の研究 横道菖里雄 700 〃
歌舞伎演技譜の研究 浦山 政雄 200
一般研究
D
公害環境における古美術品の実態調査 門倉 武夫 170 〃
能の脚本史の研究一 二場形式の成立について一 松本 雍 140 奨励研究A
日本16・7世紀に於ける絵画と工芸との相関





1研 究 活 動
(1)奨 術 部
美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行ない,そ の成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料を作成,収 集,整 理し,これ らの資料を一般研究者の利用にも供 し,
美術の学術研究のための資料センターの役割 も果 している。現在3室 に分かれ,古 美




おいて も,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべく努めている。そ
のため重要なる問題に蘭 しては共同研究を行ない,ま た当部独自の光学的 ・化学的研
究法を活用し,すでに多 くの成果を収めた。

















以上のほか,調査研究成果を簡潔に整理 した形で公表す るため,毎 年1回 公開学術
講座を開催 している。
また当部の黒田記念室は,美 術研究所設立のため遺産と遺作を寄付 した黒田清輝の









多数見出し,大II　'八幡神社,薬 師堂,瑞 巌寺等の調査からは工芸建築装飾に多 くの知
見を得,ま た,宗 達派の料紙装飾にみるL芸的手法の調査か らは蒔絵 などの文様との
関連について新たな資料を得た。金沢大聖氏所蔵の占九谷,石 川県を中心とした陶磁







史,物理学,科学の専攻者が協力 し,一般美術史的鑑識 ・様式分析に,顕 微鏡写真,
赤外線写真,X線r線 透過撮影,蛍 光X線分析等の光学的諸方法を援用 して調査研究
を行ない,様 式 ・技法 ・材質等の徹底的解明をはかって精密なる資料を収集すること
を目的とした ものである。
撮影調査活動は,1.曼 殊院黄不動像 ・神護寺釈迦如来像 ・高山寺仏眼仏母像 その
15
1
L他o)仏画,2.餓 鬼草紙 ・地獄草紙 ・法然上人絵伝等の絵巻,3.万 福寺 ・徳川美術
館などの黄桑関係画像及近世障屏画,4・ 南蛮文化館 ・神戸市立南蛮美術館の南蛮関














なお成果は他の学術誌,学 会などにおいて も公表 している。
Q弟 二研究室を中心とする現代美術の動向調査は経常的事業であるが,45年の結果を
「日本美術年鑑一昭和46年版一」として刊行した。
B研 究 題 目




































田 村 悦 子(第 一研究室)
〔1〕和漢書道史の研究

































































































永 雄 工(資 料室)
〔1〕 日本 ・東洋美術史の文献学的研究















河 野 元 昭(資料室,昭 和46年10月1日就職)
〔1〕探幽 ・常信縮図の研究





























C研 究 ・調 査 活 動(昭 和46年4月～昭和47年3月)
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柳 澤 孝(第 一研究室)
〔1〕(1)平安 ・鎌倉時代の仏教絵画の主要作品のうち,京都 ・奈良国立博物館保管の






























猪 川 和 子(第 一研究室)




菩薩像,奈 良薬師寺十一面観音像,和 歌山金剛宝寺観音像五躯,兵 庫中山寺十一面観
音他,三 重普賢寺普賢菩薩,朝 田寺地蔵,文 化庁薬師如来,峯定寺千手観音,鞍 馬寺
























































川 上 浬(資 料室長)
昭和46年10月正木美術館所蔵日本中世絵画,同 年10・12月万福寺および同寺塔頭所
蔵中国画 ・U本近!lt絵画,昭 和47年2月神奈川県立博物館 「鎌倉の水墨画」展出品日
本中世絵画,栃木県吉沢氏所蔵中国画を調査した。
昭和46年11月台北故宮博物院所蔵宋元明清絵画約90点の調査を行った。
田 実 栄 子(資 料室)
研究題目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」は,三つの科学研究
費(当 研究所の一般 研究A《担当者 ・関野克》,当 研究所の総合研究A《 代表者 ・中
川千咲》,東 京国立博物館の総合研究A《 代表者 ・北村哲郎》)に 加わってい た た
め,米 沢 ・上杉神社,仙 台市博物館,白 石 ・片倉家,水戸 ・徳川家,名古屋 ・徳川美







「伝統的染織の調査 ・研究」は,こ の年は久留米耕と博多織の現地調査を主 とし,
「上代裂の研究」は機会あるごとに行なった。
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河 野 元 昭(資 料室)
46年10月・12月二度に亘り黄環仙 万福寺所蔵品の調査撮影を行なう。47年1月新し




中 村 伝三郎(主 任研究官)
〔1〕 明治以降の彫塑史研究を専攻しているので,この時期関係の作品及び文献資料
の調査蒐集に常時つとめているが,特 に今年度は,前 々か ら協力 してきた 「杜
27
L
ノ園の芸術」展(5月1日 ～6月20日 奈良県立文化会館)の 開催をみたので,
この展観内容を調査見学するとともに,当 展を担当した浅井允晶学芸員の好意















































久 野 健(第 一研究室長)
(D東北古代彫刻史の研究
(D願成就院







柳 澤 孝(第 一研究室)
③世界美術小辞典 日本編 ・絵画(占代 ・中世1)
④扇面法華経冊Fの成tr.をめ ぐって













宮 次 男 第 一研究室)
①面と肖像 供 著)
②長谷寺縁起(上 ・ド・公fiJ)
V研 究活 動 及 び事 業
越 佐 研 究46・10
ミz一 ジ ァ ム24746・10
美 術 研 究27647・3
芸 術 欄47・1




























































秋 山 光 和(第 一研 究 室)研 究 員(併)
② 源 氏 物 語 の 絵 画 論(源 氏 物 語 講座 第5巻)有 精 堂46・9
QQTheZenithoftheJapanesescroll‐paintinginXIIthcentury
米 国 コ ロ ン ビァ 大学47・3
Thedevelopmentofthelandscapepaintinginearlymedieval
Japan 米 国 ペ ンシ
ル ヴ ァニ ア 大学47・3
Tun‐huangPien‐wenandJapanesenarrativepaintings






























































































新美 術 新 聞146・9
新美 術 新 聞246・10
新 美 術新 聞346・11
上 野 ア キ(主 任研究官)
(2)エルミタージ ュ博物館所蔵ベゼクリク壁画誓願図について 美術研究279
③ トルファン壁画誓願図(美 の美)口 本経済新聞
③日本美術史7～9プ リンターズサークル3-6,8,10
⑥原川淑人博士著 「増補漢六朝の服飾」 「唐代o)服飾」 考占学雑誌56-4











劇)を,音 楽舞踊研究室においては,日本古典昔楽及び日本古典舞踊(雅 楽 ・声明 ・
平曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞など)を,郷 土芸能研究室においては,全国各地に分布して伝
統芸能の源流や展開の過程を示す民俗芸能を,それぞれの研究対象 とする。













地の大学 ・図書館所蔵の演劇資料の調査 ・撮影 ・整理を続け,(2膿村舞台 ・かけ踊り




宗 ・黄壁宗 ・華厳宗の諸法会における講賛 ・論義 ・授戒等の語り物的要素を調査 ・録
音 した。②については,南 部諸寺 ・万福寺 ・延暦寺等の主要行事を調査 した。特に41
年度以降,継 続的に研究調査を実施 して来た束大寺修二会については,ビ クター レコ




るための準備を行なった。なお,芸 能部録音室において,一噌 幸政 ・田中一次の演奏
により,能の笛のアシライ吹きの各旋律型を録音 した。
郷 上芸能研究室においては,沖縄への渡航を初め,各県に出張しての実地調査のほ






の整理を続け,それぞれ 「音盤 目録」皿 ・IVの刊行の準備を進めた。
なお,各研究室は人員寡少のため,随時,他 の研究室員の応援参加によって作業を
進め,「 芸能の科学」3と して,「芸能論考」1を 刊行 した。
33
B研 究 題 目
浦 山 政 雄(芸 能部長)
〔1〕近世戯曲の系統的研究

















































各宗派に共通の声明について,用 法 ・奏演形式 ・発声法等の分析研究を行な
い,そ の異同を明 らかにし,特定宗派の独特な声明については,同 様の方法
で特色を明らかにする。
(2}寺院に存在する呪師芸 の研究








































民謡歌詞,民 謡集書目,民謡文献資料等の分類 ・調査,及 び特に芸謡的要素
を持つ民謡に関ずる研究。
〔皿〕 話芸 ・寄席芸の研究




C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)
浦 山 政 雄(芸 能部長)
近世戯曲の系統的研究のため,阪 急学園池田文庫などの歌舞伎台帳を調査し,東京
















近松周辺の作家研究では,東京芸大図書館 ・実践女子大図書館 ・早大図書館 ・演劇
博物館 ・国立国会図書館 ・東洋文庫 ・都立日比谷図書館(加 賀文庫)・ 市立西尾図書
館(岩 瀬文庫)・市立鎌倉近代美術館などで,主 として浄瑠璃本の所在調査 ・書誌的
研究 ・写真撮影を行なった。
享保期歌舞伎の研究では,歌舞伎台帳の 「傾城妻恋桜」「松風」「けいせい鵬鵡石」
「けいせい嵐山」などにより,ト書 ・舞台書カー ドを作成 ・整理 した。
その他,雑誌 「歌舞伎新報」の索引カー ドを作成 ・整理した。 1
横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)
語り物の研究 ・能の様式の研究および歌舞伎音楽の研究については,年間研究調査活
動の概要欄に記した通 りである。
各宗派声明 ・寺院行事の研究については,東 大寺 ・薬師寺 ・新薬師寺 ・法華寺 ・万
福寺靴 ついての調査を行なった・また・「覆杢婁観音悔過(お 水取り)」 と題するビ
ク ター レ コー ドの製 作 を 監修 し,構 成 ・解 説 を 行 な った 。
佐 藤 道 子(音楽舞踊研究室)
東大寺修二会については,41年度以降,継続的に研究調査を実施しているが,本 年
度は,ビ クターレ・一 ド「覆杢雲観音悔過(お水取 り)」の製作監修 および構成 ・
解説を行なった。これと関連 して,悔過会を中心に南都諸寺の法要行事の調査を行な










松 本 鬼(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)
能の脚本様式の点では典型と云われる脇能を取 り上げて,作 品の分類 ・分析をおこ
ない,い くつかの類型を抽出して脇能の歴史を想定 した。
また,演能調査として東京(鋏 仙会 ・宝生会 ・三春会等)や 名古屋(中 日五流能)




三 隅 治 雄(郷 二上芸能研究室長)
小歌踊の研究のため,本年度はササラ踊(千1,:一)・神`jf踊(三艦県)・ バ ンパ
踊(岡 山県)'雨 乞踊(鳥取聾む 等を調査 し,写真 ・録音資料等を蒐集した。
沖縄の民俗芸能に関しては,九学会連合の沖縄総合調査(文 部省科学研究費総合研
究による)の一員として,沖 縄本島におもむき,約20日闇にわたって,本 島内の民俗








仲 井 幸 二 郎(郷土芸能研究室)研 究員(非)
民謡の研究に関しては,民 揺集や民謡文献資料のカー ド作製 ・分類を,引 きつづき
行なっている。
「民謡伝播の跡づけ」 「杵築と宗像の神」等の研究を目的と して,平戸 ・松浦・宗
像地方 の現地採集調査を行なった。
民謡歌詞集成の研究については,年 間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。
コ①:著 書 ②:論 文
D主 要 研 究 業 績
昭46・4～昭47・3









































芸 能 の 科 学347・3
青渕47・3
朝 日講 堂46・12





③民俗 ・風俗項目 「大 日本百科事典 ジャポニカ17～18」小学館












































松 本 確(音 楽舞踊研究室)研究員(非)




















































































仲 井 幸 二 郎(郷 土 芸 能 研 究室)研 究員(非)
② 芸謡o)周辺1芸 能14-347・3
③R・L:dtiiと小 歌 と 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト編 」18月報47・1
⑥ 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト第18巻芸 謡 ・小 歌 」編 集 中 央 公 論 社47・1
?
?
E科 学 研 究 題 目
(Ⅳ予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)
㈲ 保存科学部


















どると規定されている。文化財自身の構造 ・強弱 ・安定等研究のため,材 料試験を行












つかさどると規定 されている。多種の絵画 ・彫刻 ・工芸品は勿論,木 造建造物の天井
・壁に描かれた絵画,柱 ・梁 ・組物等の彩色装飾及び障壁画並びに彫刻的細部から石
43
造廼造物の修理に及ぷ極めて広範囲の内容が対象 とされている。 したがって,化学 ・
物PI!・生物の各研究室の協力のもとに調査研究が進め られる。技術的には修理文化財
を,(1)板絵 ・彩色木工品 ・漆芸品,(2}紙布に描かれた絵画,(3)土器 ・陶磁器 ・金工品
・石造物の三種類に概ね分けることができる。調査研究は,現地へ出張する場合と,
保存科学部ア トリエ内に文化財を移動の上行なう場合とがある。 アトリエは文化財修







あげ,新 たに3ヶ年計画で研究に着手 した。京都に数ヶ所の書院造建築を選び,そ の
中における障壁画の保存環境の長期観測,既 往剥落止め処itの現状調査,虫 ・徽害調
査などを行なうと共に,彩 色層剥落の原因機構,紙 ・絵具 ・膠などの材質劣化,襖 に




























が興味あるもので,ウル トラマ リン ・朱などが検出され修理方針確立に寄与した。
文化財保存環境については数年に亘り特別研究でもとり組んでいるが,空気汚染ガ
ス ・塵埃,生 物汚染などにつき恒常的な研究を続けている。又展示,収 蔵施設など近
年新設 されるもので,内部の環境を測定 してみて未だ良好でないうちに開館を急 ぐ場
合が多い。このような環境測定,時 としては悪条件に対応する対策樹立などを実際施
設の数ケ所につき行なった。
B研 究 題 目































関連,遺 構の変質,劣 化の機構や過程を,さ び ・折 出物などから究明する。
出土遺物の変壊生成物に関する考古化学的研究(科研費 ・一般研究C)
〔皿〕聖気滑染の文化財に及ぼす影響に関する研究
ガスクロマ トグラフィー,ア ルカリ炉紙法などによる汚染因子,汚 染度の測
定,金 属試片の大気腐食度による影響の判定と汚染因子の防除法,並 びに保
存環境調査,被 害状況調査。



















見 城 敏 子(物 理研究室)
〔1〕温湿度,日光による文化財の材質への影響と保存法




























































































C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)
登 石 健 三(保 存科学部長)
新施設発足に際し,内部保存環境の測定と改善とがしばしば必要である。この年度
中には国立公文書館,埼 玉県立博物館,浜松市立美術館,京 都市美術館収蔵庫,他 二
三の私立美術館の開館に対す る相談を受け,環 境状態の測定,改 善対策の樹立指導等
を行なった。東京国立博物館収蔵庫,奈 良国立博物館,熊 本県立美術館の建設に関 し
ても事前の協議に参画 している。又既設の展示館における特別展覧会でも内部環境特














江 本 義 理(化 学研究室長)
材質研究 可搬式蛍光X線 分析装置による調査は,科学研究費(一 般研究B)に








考古化学 科学研究黄(一般研究C)の 交付 を受け,変質折出物などにつき宮崎
市,西 都市所在の横穴古墳,臼杵市,大 分市の石仏群の調査(47・2).天理大学参考
館において碑,基 誌,テ ラコッタ,ガ ラス器などについて調査(47・2)を行なった。
また浜松 市伊場遺跡の発堀時において,埋蔵環境調査の一環 としてサンプリング,測
定を行なった。
空気汚染の影響,保 存環境 人垣市,徳勝寺の梵鏡に関 し調査を開始した。(46
4)
特別研究費による書院造り等の障壁画の保存対策に関する調査として京都市二条城,




門 倉 武 夫(化 学研究室)
当研究所新館非破壊分析室,収蔵庫,保 存科学部旧館二階及び屋外の新館屋上,旧
51














見 城 敏 子(物 理研究室)
国 、乞公文欝館,静 岡県立登呂博物館,京都市立美術館,埼玉県立博物館等の展示施設,
収蔵施設の温湿度,偏 苛度を調査した。近年建造後間 もなく開館する為,偏 苛度があ
まり好しくないrl実際に現場でケース内にニッカペレットを入れて基礎研究を応用し
て見た。汚染 も吸済し,湿度 も一定になり,研究成果をあげた。



















刻,漆 芸品についてもその製作技法 を解明するため奈良,京 都の寺院,博 物等の所蔵
品0)調査を行なった。
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第2回 国際生物劣化シンポジウム(オ ランダ)に参加,第1回 国際菌学会議(イ ギ
リス)に参加,ヨ ーロッパの保存科学の調査,微 生物株保存機関の調査,ボ ロブ ドー
ル遺跡調査の目的で40日間の海外研修旅行を した(46・8～9)。










宮崎県宮崎市,西 都市所在の横穴古墳,お よび臼杵市の石仏に発生 した糸状菌の研
究。
資料を得て菌の分離培養を行なった。(47・2)















中 里 寿 克(修理技術研究室)
漆芸品の調査
科学研究費(一般研究A)に より中尊寺金色堂什器及経蔵八角須弥壇を調査(47・
2・19～22)し,更に漆皮箱(四天王寺),黒 漆油壷(東 大寺).,蒔絵扉(当 麻寺本
堂),塩 山蒔絵硯箱(京 博),等 を実証的な調査を行なった(昭47・1・19～22)。
その他蓬莱山蒔絵袈裟箱(東 博),片 輪車蒔絵手箱(文化庁),螺 釦雷文鞍(水主











科学研究費(総 合研究)に より高台寺霊屋,都 久夫須麻神社(昭46・8・19～21),











樋 口 清 治(主任研究官)
昭和46年5月より,国宝 「如庵」の解体修理に伴い,各 部材の殆んどすべてを,合
成樹脂により強化,整 形をしたが,こ の樹脂処置を中里技官と共に指導 した。この方
法は先年度の旧富貴寺遺材の処置と大体同じであるが,今回は特に茶室と云う特殊性
か ら,仕上り後のテクスチャーを損なはないよう最大の努力がなされた。例えば樹脂




石灯篭6基 の保存処置をおこなった。そのうちの1基 は,前 に硫黄を用いて修理され









D主 要 研 究 業 績
0:謬 発表0:論文
昭46・4～ 昭47・3
請 演 ・放 送⑥'
登 石 健 三(保存科学部長)
②陳列室 ・収蔵庫内温湿度に関して(共著)
②室内偏苛空気による乾湿球湿度計の狂い(共 著)
② コンクll一ト建造物内空気の偏苛性 ・偏酸性(共 著)
③:解 説
その他
② つ く りたて コ ンク リー ト室 内雰 囲気 が油 絵 に及 ぽす 影 響(共 著)
③ 新 施 設 で の 展観 東 京 都 博 物 館 協 議 会 会報11
③ 特別 研 究 「陳 列室 ・収 蔵 庫 の室 内 温 湿度 及 び汚 染 空 気が 文 化 財 に及 ぽ す影 響 と そ の
防 除 」 に つ い て 保 存 科学847・3
●Newconcretebuildingforamuseumorastoroge,with
specialreferencetotropicalclimate.
ア ジ ァ太 平 洋地 域 文化 財 保 存 会 議47・2




























④顔料 ・岩絵具 文化財保存科学研究臓 会469.9









見 城 敏 子(物 理研究室)




石 川 陸 郎(物理研究室)
②陳列室 ・収蔵庫内温湿度に関して(共著)保 存科学8
②コンクリート建造物内空気の偏苛性 ・偏酸性 供 著)保 存科学8
⑤建造物調査に用いられる放射線について 文化財建造物修理技術者講習会





































































E科 学 研 究 費 題 目
αV予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)









86点で,板 に直接彩色してあるもの,胡粉下地のあるもの,板 に紙貼 りをし
てから彩色したものなど,多種多様である。剥離,剥 落の状態も複雑でPV



















陽明門東袖壁牡丹羽 目の取はず し修理に際して,そ の下に梅に錦花鳥の唐油
画が発見された。この唐油画について美術史的と材質的との両面から調査研
究を行なった。又X線透視写真によりこの唐油画の下に牡丹唐草の図柄を有











る。A4判 各 号本文42頁,原色図版1,単 色図版8,各 年度6冊 刊行。
昭和46年度(第275号～第280号)「美術研究」の論文題目は次のとおりである。
美術研究275号 昭和46年5月
丸文のある古九谷o)二作品 中 川 千 咲
新羅金銅仏年代考一特に如来,菩 薩小像の台座形式を中心として一
松 原 三 郎
美術研究276号 昭和46年7月
鹿王院釈迦三尊図について 戸 田 禎 佑
吉田忠氏蔵古写本『こわたの時雨 』について 上 田 村 悦 子
美術研究277号 昭和46年9月
























猪 川 和 子
神 谷 栄 子
昭和11年10月創刊,毎 年1冊(た だし昭和19年～21年版および昭和22年～26年版は
各1冊)出版し,昭和47年3月までに30冊を刊行 した。内容は,毎 年1月 から12月まで
のわが国美術界の活動 ・情勢を記録するもので,美術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・
雑誌単行図書美術文献目録等を収録し,所内研究員の調査,執 策による。
コ
c皇 罐 賭 悔過(お水取り)
東大寺の修二会は十四日間にわたる雄大な行法で,奈良各寺の悔過法要の中でも代
表的なものであるが,そ の全行法をレコー ド六枚に集約 したものである。第一 ・二枚
には,初夜 ・半夜 ・農朝の悔過作法と授戒 ・数取繊悔 ・法花繊法 ・走りの作法を,第
三 ・四枚には,大導師作法 ・神名帳 ・過去帳 ・呪師作法を,第五 ・六枚には,供養文
・如来唄 ・散花 ・呪願 ・称名悔過 ・宝号 ・圓向文の声明について,そ の変種のすべて
を比較 して収めた。また上記三区分それぞれに一冊ずつの解説書を添え,別 に総説一





















梅 崎 史 子




化財に及ぽす影響とその防除」について 登 石 健 三
陳列室・収蔵庫内温湿度に関して 登石健三1見城敏子・石川陸郎
室内偏苛空気による乾湿球湿度計の狂い 見城敏子,登石健三














江 本 義 数
江 本 義 数








つくりたてコンクリー ト室内雰囲気が油絵に及ぼす影響 見城敏子,登 石健三
日本万国博覧会美術館内の空中微生物 江 本 義 数
神奈川県伊勢原市宝城坊の薬師三尊の防徽 江 本 義 数
重要文化財増上寺三解脱門の燐蒸 新井英夫,森 八郎,原 田豊秋








































































































































































































































2平 安時代料紙装飾の美 江 上 緩
平安時代の書跡遺品には,輕 麗な装飾を施 したものが多い。奈良時代にもかかる装
















1能 と狂言の巫子神楽 松 本 雍
まず神楽の分類より始め,これ らとは別に能の中で演 じられる神楽について,音楽
的構成を示し,現在,能 の中で神楽の舞われ る8曲 は,女神と巫子によること,その
女神の舞の種類,巫 子と祝詞の関係を述べた。また狂言の中で演 じられる巫子神楽に
ついて述べ,神 楽は本来1巫 女の舞う神降ろしの舞」で,それより 「女神の遊楽の舞」
へ移行したものと説明した。なお説明にはスライ ド・録音テープを使用した。
2大 神楽の系図 前 嶋 茂 子








昭和46年度(美 術 ・芸能 ・保存科学3部 合同)
昭和46年11月13日(土)13.0(ンx-16.00,東京国立博物館大講堂において 「法隆寺
に関する講演会」を開催 した。
1法 隆寺の彫刻 美術部第一研究室 猪 川 和 子
法隆寺の美術を考える上に根本となる法隆寺建立についての再建 ・非再建論争の経








2法 隆寺の悔過会 と舞楽法要 芸能部音楽舞踊研究室 佐 藤 道 子
口本古来の民俗信仰との関連を色濃く残 しながら,仏教行事として定着 し,現在ま
で伝えられている悔過会。舞楽を伴う仏事法要。いずれ も奈良朝以来の伝統をもつ法
要行事であるが,法 隆寺には,修正会 ・修二会に悔過会を勤修 し,聖霊会に舞楽法要
が勤修されている。それぞれの法要形式について,ス ライ ド・テー プを使用して説明
した。
3法 隆寺における保存科学的処置
保存科学部修理技術研究室長 岩 崎 支 占
次の諸件について,要約的、溝演を行なった。







































国内における関係学会としては,部 員は各専門別に,芸能学会 ・芸能史研究会 ・中
世文学会 ・東洋音楽学会 ・日本x171劇学会 ・日本歌謡学会 ・日本近世文学会などに参加


































文化財保護部3課 の担当官,東 京国立博物館,東 京芸術大学その他多数の関係専門家
の出席を得て 「木材を素地と した文化財彩色の保存と修復」に関 して板絵,彫 刻彩色
および建築彩色を対象として活発な研究協議を行なって,極ゐて大きい成果を得た。
昭和47年2月24日には同 じく別館会議室で文化財保存科学懇談会(第2回)を 開催,
文化庁文化財保護部長,管 理課長,記 念物 ・美術工芸 ・建造物3課の課長並びに担当
官の出席を得て,昭和46年度調査研究概要,昭和47年度調査研究予定,第6回 ローマ
●
センター総会,文 化財保存に関する専門家会議(ニ ューデ リー)な どの報告を行ない,







V1研 究 施 設 ・設 備
1蔵 書
美術部
東洋古美術 近代 日本美術 西洋美術関係を主として,和 漢(25,605)洋書(3,4821
を合わせて,29,087冊,ほかに美術関係雑芯 売立目録類及び拓本がある。
芸能部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,326冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・










ね く収集 ・整理 ・保管して,そ の完壁な収集箇所として美術の研究に資することであ
る。この趣旨に基づいて設立当初から写真撮影による資料の作成をはじめ,印刷物を
71
整理 してこれに加える等その収集につとめている。資料の内容は、 日本美術 ・東洋美





数そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコード
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原コ レクションレコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクションは,明 治・大正'昭 和三代にわたって刊
行された各種邦楽レコードを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態 と変遷を知る
上での貴喧な資料となるものである。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文
楽・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,
奏演法の解析を中心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真なども含んで
いる。種別による所蔵数は次のとおりである。
区 分 レ コ ー ド
録音テープ シネ フ ィル ム
写 真
7型 5型 $m/m16nン㎞
46・3月ま で 5,809枚 1,016本262本 99本 3本 多 数
46・4～47・3 6枚 208本 0 2本 0 〃

































































































































































































































4黒 田 記 念 室
この記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた




週木曜日午後1時 から4時まで一般に無料公開している。陳列品の主な ものは,「 知
感情」'「 花野」 ・「湖畔」 ・「赤髪の少女」 ・「もるる日影」 ・「温室花壇」等で
ある。
黒田子爵記念室観覧規程







































































































































































































































































資 料 室 室 長 川 上 渾 212・28
文 部 技 官 田 実 栄 子 23.3.31
永 雄 ミ エ 23・9・3
江 上 緩 38.5・1
関 口 正 之 422・1
河 野 元 昭 46.10.1
専 門 職 員 橋 本 弘 次 '21・6・15
文 部 技 官 市 川 和 正 30・7・1
〃 野 久 保 昌 良 36.10.1
芸 能 部 部 長 浦 山 政 雄 27・10・1
演劇研究室 室長事務取扱 浦 山 政 雄
文 部 技 官 前 嶋 茂 子 39.7.1
調査研究員(非) 宮 本 瑞 夫 4151
音 楽 舞 踊
研 究 室 室 長 横 道 萬 里 雄 28・3・16
文 部 技 官 佐 藤 道 子 30・5・16
調査研究員(非) 松 本 雍 44.9.1
郷 土 芸能
研 究 室 室 長 三 隅 治 雄 27.10.1
調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎 41・51
保 存 科 学 部 部 長 登 石 健 三 27.10.1
主 任 研 究 官 樋 口 清 治 37.11.1
化学研究室 室 長 江 本 義 理 27・4・1
文 部 技 官 門 倉 武 夫 32.5.1
物理研究室 室 長 事務取扱 登 石 健 三
文 部 技 官 見 城 敏 子 29.9.1
〃 石 川 陸 郎 32.4.15
生物研究室 室長事務取扱 岩 崎 友 吉
文 部 技 官 新 井 英 夫 45.91
調査研究員(非) 江 本 義 数 33.5.1
修 理 技術
研 究 室 室 長 岩 崎 友 吉 27.4.1
文 部 技 官 中 里 寿 克 39.1.1
























戸 田 禎 佑










所 属 官 職 名 氏 名 在 所期 間
所 長 事 務 代 理 矢 代 幸 雄 27・4～28・11
所 長 田 中 一 松 27・10～40・3
庶務課(室) 雇(事 務) 山 田 秀 昭 25.1028・4
庁 務 補 助 員 長 沢 ア イ 27・5～29・5
雑 仕 吉 野 茂 七 21.1129.12
〃 諸 星 ハ ル 20・529.12
臨 時 時 筆 生 藤 森 園 子 29・631.11
庶 務 係 長 加 藤 輝 之 27.1034・11
安 岡 潤 34・11～36・10
文 部 事 務 官 長 沢 朝 夫 29・5^-36.11
警 務 員 鶴 田 豊 次 郎 29・4～38・3
庶 務 係 長 鬼 山 光 義 36.1038.4
事 務 員 長 沢 道 子 31・12^-39・7
課 長 小 島 忠 二 26・5～40・3
作 業 員 糟 谷 愛 子 37・2^・40.12
事 務 員 中 村 圭 子 35・11^-40・1
警 務 員 鎌 田 幸 四 郎 29・1～41・2
課 長 補 佐 守 谷 安 知 38・4^-41・6
文 部 事 務 官 本 間 春 次 40・4^・42・3
課 長 野 島 弥 三 郎 414^44・3
事 務 補 佐 員 横 川 千 代 子 434^-44・3
課 長 岩 田 守 夫 444^-45・4
技 能 補 佐 員 三 次 ヨ シ 45・4～46・3
美 術 部 研 究 所 文 部 技 官 島 田 修 二 郎 23・7～26・11
第一 研 究 室 文 部 技 官 白 畑 よ し 5・6～27・8
??
部 長 松 本 栄 一 24・8^-27・10
第 二 研 究 室 文 部 技 官 河 北 倫 明 181^・27・10
第 一 研 究 室 技 術 員 鈴 木 友 也 28・1～28・2
資 料 室 文 部 技 官 持 丸 一 夫 22・6～29・3
資 料 室 技 術 員 山 田 桂 二 29・2～30°2
第 一 研 究 室 文 部技 官 大 串 純 夫 14・4～30'7
第 二 研 究 室 技 術 員 池 田 涼 子 22・6～33°6
文 部 技 官(併 任) 新 規 矩 男 22・10～34°3
部 長 福 山 敏 男 235^-344
資 料 室 文 部 技 官 小 沢 健 志 264^-363
第 一 研 究 室 長 熊 谷 宣 夫 19・10～37'3
部 長 田 沢 坦 34・6～37'4
第 一 研 究 室 長 伊 東 卓 治 22・5～38・3
文 部 技 官(併 任) 光 沢 嘉 圃 2?・10405
〃 吉 川 逸 治 22・10～40・5
〃 河 北 倫 明 28・4～40・5
第 二 研 究 室 長 隈 元 謙 次 郎 7,641.3
第 一 研 究 室 長 秋 山 光 和 21・10^42・2
部 長 高 田 修 27・12～44・3
芸 能 部 部 長(併 任) 加 藤 成 之 27・10^・326
庁 務 補 助 員 新 井 範 子 27・10～34・10
部 長(併 任) 下 総 覚 三 33・1～37・7
演 劇 研 究 室 事 務 員 玉 木 清 子 34・9～39・6
演劇研究室研究員(非) 戸 部 銀 作 27・10～40・3
音楽舞踊研究室研究員(非)岸 辺 成 雄 27・10^・42・3
郷土芸能研究室研究員(非) 池 田 弥 三 郎 27.10^-41・3
演劇研究室研究員(非) 石 田 百 合 子 40・4～41・3
〃 阿 部 順 子 40・8^-439
音楽舞踊研究室研究員(非) 山 路 興 造 415^-443
保存科学部 臨 時 筆 生 赤 岡 恒 子 26・4～29・7
庁 務 補 助 員 橋 本 義 雄 28・10^・327
修 理 技 術 研 究 室 長 毛 利 登 37・10～38・4
物理研究室研究員(非) 呉 屋 充 庸 29・4～40・3




























名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
奈良国立文化財研究所 奈 良 市
3国 立文化財研究所には,支所を置 くことができる。
4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文部省令で定める。




?M1【関 係 法 蜆
第1款 東京国立文化財研究所
(所長)
第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置 く。
2所 長は,所務を掌理する。
(内部組織)
















































1文 部省の本省の各内部部局,各 国立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定員並
びに文化庁の各内部部局及び各附属機関別の定員は,次 のとおりとする。
文化庁
区 分 定 員 備 考
附属機関 国立文化財研究所 113人 各国立文化財研究所を通じての定員とする。













機 関 定 員







第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年法律 第146号)第14条〔團立の学校等〕及び













一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,高 エネルギー物理学研究
所の長及びその職員にあ っては 「文部省令で定めるところにより任命権者」,高 エ
ネルギー物理学研究所以外の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」


















































3委 託者が国の機関,政 府関係機関または,地方公共団体である場合は,第1項 第
3号および第5号 の条件は,これを付さないことができる。
4委 託者は,必要がある場合は,所 長の承認を得てvそ の委託にかかる研究を協力
して行なうことができる。
(決定の方法)






2所 長は,受 託研究の受入れを決定したときは,そ の旨委託者および研究所分任契
約担当官に通知するものとする。
3前 項の通知に基づき分任契約担当官は,契 約を締結した旨を,所 長に通知するも
のとする。
(研究の中止聖斜























VBI関 係 法 規
〔別紙様式〕
受 託 研 究 申 込 蒔
昭和 年 月 日
東京国立文化財研究所長 殿
住 所,
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